
「節田小学校の節田マンカイ伝承活動の取組」 

１．学校名 奄美市立節田小学校 

２．学年・人数 １年生から６年生 計33人 

３．日時・場所 

⑴ 体験の日時・場所 

１月第２土曜日の朝の活動（節田タイム）及び１校時（約１時間） 

節田小学校 ２階多目的ホール 

  節田区長の呼びかけで12月・１月第２・４水曜日夜８時から地域で行わ

れる。 節田生活館 

⑵ 発表の日時・場所 

  旧暦の正月（本年度２月17日） 

節田生活館で行われる伝統行事節田マンカイに参加  

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名 称 

県指定無形民俗文化財 節田マンカイ（せったまんかい） 

⑵ 由 来 

奄美市笠利町節田地区の伝統行事で旧正月の唄掛け遊びである。「まん 

かい」とは「手踊り」のことと考えられ，手の振りからして「手招き」の

意味もあるようなので「手招き踊り」とも言える。八月踊りが秋の野外の

集団舞踊だとすれば，節田マンカイは，冬の室内における集団舞踊と言え

る。1930年頃までは，奄美各地で見られたが，現在は節田集落にだけ残さ

れている。 

⑶ 構成等 

男女向き合って座り，三味線，太鼓（チヂン）に合わせて男女が交互に

唄を歌い，リズムに合わせて手拍子や手舞いをして楽しむ活動である。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

 地域と協力して児童に伝承活動を伝えていくために，体験を通した学びや

地域の方々との関わり（職員も練習に参加）などを大切にしながら，継続的

な取組になるよう体制を整えていきたい。 

 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【児童】 

・ 踊りが速くなるところが楽しい。大人になっても残していきたい。 

・ 昨年の節田マンカイにも参加した。男女で手を合わせるところが楽しく，

手拍子の数を数えるところが難しかった。行事をもっといろんな人に知って

もらい，体験してほしい。 

【教員】 

・ 節田独特の伝統行事で，節田マンカイをしているとみんなが自然と笑顔

になる。学校と地域が連携し，大切にしていきたい。  

 節田マンカイ体験     節田マンカイ当日      

〔文化財伝承等の取組事例〕 


